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「
介
護
は
机
上
に
な
い
。
現
場
で
の
実
践

が
全
て
。
お
年
寄
り
か
ら
学
べ
。」

　

本
年
三
月
に
ご
逝
去
さ
れ
た
元
あ
し
た
か

ホ
ー
ム
顧
問
小
野
十
一
様
の
お
言
葉
で
す
。

　

介
護
の
「
か
」
の
字
も
福
祉
の
「
ふ
」
の

字
も
知
ら
ず
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
か
ら
介
護
職

員
と
し
て
雇
用
し
て
い
た
だ
い
た
私
に
と
っ

て
、
法
人
の
園
訓
と
小
野
顧
問
の
お
言
葉
は
、

自
身
の
進
む
べ
き
方
向
を
指
し
示
し
て
く
れ

る
唯
一
の
教
え
で
し
た
。

　

い
つ
も
厳
し
く
、
時
々
優
し
く
冗
談
交
じ

り
に
話
し
て
く
だ
さ
っ
た
お
話
は
、
ど
れ
も

介
護
に
対
す
る
情
熱
や
信
念
が
感
じ
取
ら
れ

る
も
の
ば
か
り
で
し
た
。

　
「
お
年
寄
り
の
体
調
は
変
わ
り
や
す
い
。

常
に
枕
頭
に
立
ち
、
自
ら
の
手
で
触
れ
て
感

じ
て
い
か
な
け
れ
ば
状
態
把
握
は
で
き
な
い
。

目
配
り
、
気
配
り
、
心
配
り
。」
常
に
現
場

で
お
年
寄
り
と
触
れ
合
う
こ
と
の
重
要
性
や

高
齢
者
の
特
徴
、
ま
た
色
々
な
視
点
を
も
っ

て
配
慮
す
る
こ
と
の
必
要
性
も
併
せ
て
教
え

て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　
「
率
先
垂
範
。
上
に
立
つ
者
は
常
に
真
っ

先
に
現
場
に
急
行
し
、
他
の
職
員
の
模
範
と

な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」
管
理
職
を
拝

命
す
る
前
か
ら
、
顧
問
は
私
に
何
度
も
話
し

て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。「
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

を
発
揮
す
る
為
に
は
職
員
の
信
頼
を
得
な
く

て
は
な
ら
な
い
。
そ
れ
に
は
自
ら
が
率
先
し

て
職
務
を
遂
行
し
、
他
の
手
本
と
な
る
べ

し
。」
と
自
分
な
り
に
解
釈
し
、
処
理
し
な

く
て
は
な
ら
な
い
書
類
に
ま
み
れ
な
が
ら
、

時
間
を
見
つ
け
て
は
お
年
寄
り
と
関
り
、
無

我
夢
中
に
仕
事
を
し
て
い
た
頃
が
、
今
で
は

懐
か
し
く
思
い
出
さ
れ
ま
す
。

　

こ
う
し
て
指
導
を
受
け
な
が
ら
、
利
用
者

様
や
職
員
の
皆
様
か
ら
も
色
々
な
こ
と
を
教

え
て
い
た
だ
き
な
が
ら
仕
事
を
続
け
さ
せ
て

い
た
だ
い
た
私
も
、
勤
続
二
十
三
年
が
過
ぎ

よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
改
め
て
冒
頭
の
小
野

顧
問
の
お
言
葉
を
自
分
な
り
に
言
い
換
え
て

み
る
と
…

　
「
介
護
は
人
対
人
の
営
み
で
あ
り
、
人
は

千
差
万
別
。
教
科
書
に
書
い
て
あ
る
よ
う
な

一
つ
の
手
段
で
足
り
る
は
ず
は
な
い
。
現
場

で
お
年
寄
り
と
実
際
に
触
れ
あ
い
、
関
わ
っ

て
こ
そ
、
そ
の
人
に
必
要
な
支
援
を
見
極
め
、

感
謝
の
念
を
も
っ
て
そ
の
人
の
余
生
を
支
え

る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
そ
の
蓄
積
が
、

自
身
の
知
識
や
技
術
と
な
り
、
支
援
者
と
し

て
、
ま
た
人
と
し
て
の
成
長
に
つ
な
が
っ
て

い
く
の
だ
。」

　

私
が
入
社
し
た
頃
と
は
、
社
会
情
勢
も
福

祉
制
度
も
、
ケ
ア
の
方
法
も
変
わ
っ
て
い
ま

す
が
、
小
野
顧
問
の
言
葉
は
介
護
に
携
わ
る

全
て
の
人
に
と
っ
て
、
こ
れ
か
ら
も
心
に
持

ち
続
け
る
べ
き
も
の
で
あ
る
と
、
改
め
て
感

じ
て
い
ま
す
。

　

小
野
顧
問
の
ご
冥
福
を
心
よ
り
お
祈
り
申

し
上
げ
ま
す
。

苦情・要望等受付状況報告

愛鷹地区社協ボランティアの会
『ほほえみ』グループより認知症マフの寄贈
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第26回第26回
社会福祉法人 春風会社会福祉法人 春風会社会福祉法人 春風会

合同職員
研究発表会
合同職員
研究発表会
合同職員
研究発表会

夢
中
に
な
っ
て
遊
ぶ
子

〜
「
言
葉
を
仲
立
ち
に
し
て
」
〜

な
か
い
ず
認
定
こ
ど
も
園

農
福
連
携
は
す
ば
ら
し
い

プ
ラ
ム

「
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス

I
C
T
化
」

〜
シ
ズ
ケ
ア
か
け
は
し
の
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用
〜

「
ホ
ー
ム
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ル
プ
サ
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ス
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C
T
化
」

〜
シ
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け
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用
〜

「
ホ
ー
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ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
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〜
シ
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け
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〜

ぬ
く
も
り
の
里
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス

ぬ
く
も
り
の
里
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス

ぬ
く
も
り
の
里
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス

シズケアかけはし
↓

チームで
情報を共有！
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看護事業の活動紹介看護事業の活動紹介
あしたかホーム（巡回型）ホームヘルプサービス

　あしたかホーム訪問介護は、令和 5年 4月1
日より新たに定期巡回・随時対応型訪問介護看
護部門が加わり、名称も「あしたかホーム巡回
型ホームヘルプサービス」となりました。職員
数も従来の5名から7名の体制になりました。
　在宅のお年寄りを日中・夜間を通じて 24 時
間 365 日支える目的で、一人ひとりの生活リズ
ムに沿った訪問介護・訪問看護サービスを提供
します。このサービスは①自宅での生活を出来
るだけ長く継続できる。  ②退院・退所後の在宅
復帰が円滑にできる。  ③状態変化の著しい方や
安否確認が必要な方を見守りができる。  ④緊急
対応をするので安心感を得られるなど、様々な
効果が見込まれれます。サービス内容としては、
ヘルパーが一日に何回か原則として 10～ 20
分訪問する定期巡回訪問サービス、いつでも利

　私たちプレーゲ訪問看護リハビリステーション
の看護師・理学療法士は、そんな利用者やご家
族の不安を少しでも取り除きながら、双方の想い
に寄り添ったサービス（在宅で可能な看護・リハ
ビリ）を提供できるよう常に心掛けています。こ
んな事を聞いても良いのかな？と思われる様な些
細な事でも（たとえ雑談でも！）気軽に訊いてい
ただいたり、遠慮なくご要望をいただきたいと思っ
ております。そして、住み慣れた自宅での生活を
安心・安全に過ごしていただける様に誠意をもっ
てサポートさせていただきたいと思っております。
　最後に、私達プレーゲ訪
問看護リハビリステーショ
ンは、看護師と理学療法士
が協働し、地域医療に携わ
る方々と連携を図りながら、
目配り・気配り・心配りを
モットーにきめ細やかな質
の高いサービスを提供して
まいります。

　2025 年問題をはじめとする少子高齢化は、大
きな問題であり在宅医療が推進されている昨今で
は、急性期から慢性期まで入院という考えは改
められ、入院期間を短縮するという国の方針も加
わり急性期終了後は、入院継続ではなく在宅で
の医療へと変わっています。また、自宅にいなが
ら診療を継続し最後の時までご自宅で過ごしたい
というニーズの高まりもみられており、地域での
在宅医療・看護の充実はより一層求められており
ます。 この沼津市でもその需要は高まっています。
しかしながら、看護・介護を要する状態になると
1 人で看ていくことは至極困難を極めます。同居
の家族が、離職を余儀なくされたり、ましてや 1
人暮らしの方は不安でいっぱいになることでしょ
う。介護を要する状態にならないことが一番です
が、いつ、どこで、誰がそのような状態になるか
はわかりません。病気になりたくてなる方は殆ど
いないと思いますが、病気や障害を抱えながらも
前向きに明るく一生懸命生きている方はたくさん
いらっしゃいます。

プレーゲ訪問看護リハビリステーション

用者の相談を受け、訪問手配などを行う随時対
応サービス、転倒・転落や急な排泄介助の対
応を行う随時訪問サービスがあります。利用者
一人ひとりに寄り添い、住み慣れた自宅での生
活をサポートしていきます。
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定期巡回型訪問介護／定期巡回型訪問介護／
ぬくもりの里　ホームヘルプサービス

支援をしています。中には難病の方で介護保険の
不足する枠を障がいの身体介護で補い生活されて
いる利用者もいます。現在、一番利用期間が長い
利用者は契約当時 26 歳で現在 38 歳と、12 年支
援をしています。支援事業所等の変更なく安定して
続いています。このように障がいの利用は長い年月
を掛け支援が続くケースが多いです。障がいの相談
支援事業所 8 か所、介護保険のケアマネジャーが
関わるケースが７名
から、訪問の依頼を
受け利用者は 28 名。
これからも利用者に
とって暮らしやすい
サービスの組み合わ
せや、今まで培って
きた介護技術や知識
を活用し、在宅での
生活の継続を支援し
ていきたいと思いま
す。

障害者ヘルパー活動

　ぬくもりの里ホームヘルプサービスでは、平成
22 年 7 月に障がい居宅介護、重度訪問介護の指
定を受け、１件の訪問からスタートしました。平
成 23 年 10 月には同行援護の指定も受け、視覚
障がい者のガイドヘルパーも始めました。また、
屋外で移動が困難な障がい者に対してマンツーマ
ンで外出の支援もする、移動支援も伊豆の国市と
契約しています。今までは約 6 割が介護保険関係、
約４割が障がい関係の支援となっており、そのう
ち数名は介護保険と障がいサービスを重複して利
用し、在宅での生活が継続出来ています。年代も
幅広く 20 歳の利用者は、月に１～２回椅子の国
市からサントムーンやららぽーとなど、ヘルパーと
一緒に外出し、買い物を楽しんだり、美容院に行っ
たり、朝から夕方までの支援をしています。この場
合は居宅介護の身体介護で、自宅で移乗や着替え
等準備し、外は移動支援、帰りは家で着替えや水
分補給等の身体介護と、サービスを組み合わせて

　春風会では、現在、9 名の EPA（経済連携協定）介護職
員が介護福祉士候補生として勤務しています。EPA介護職員は、
在日中の５年間に介護福祉士国家試験に合格しなければなら
ず、資格取得ができない場合には帰国しなければなりません。
令和 4 度の第 35 回介護福祉士国家試験において、2019 年
12 月より就労を開始した第 12 期の 3 名の EPA 介護職員が
試験に合格し、介護福祉士資格を取得しました。
　第 35 回試験においては、全国の EPA 介護福祉士候補生
受け入れをしている333 施設の 595 名の EPA 介護職員が試
験に合格し、その合格率67.3％でした。
　3 名は今年 4 月より法人の常勤職員雇用となりました。法
人では、令和 5 年 12 月にも 5 名の EPA 介護福祉士候補生
の受け入れを予定しています。3 名にはこれからも来日する介
護福祉士候補生のよき先輩としての活躍を期待しています！

プレーゲおおひと勤務
HEMA  YANTI  MANJK（インドネシア）
PUTRI  RIZKI  WIDASARI（インドネシア）

みはるの丘浮島勤務
NI  NYOMAN  ALIT  RIANI（インドネシア）

令和4年度
介護福祉士国家試験に

見事合格！
第12期

EPA介護
福祉士

候補生3名

石川理事長へ合格報告をする３名



66No.73No.73

アフターコロナの　　
　　　　　施設の取組み

あしたかホーム
プレーゲあしたか

四
月
六
日
、
あ
ま
ぎ
認
定
こ
ど
も

園
、
な
か
い
ず
認
定
こ
ど
も
園
の
両

園
で
入
園
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

あ
ま
ぎ
認
定
こ
ど
も
園
で
は
ひ
よ

こ
組（
〇
歳
児
）三
人
、あ
ひ
る
組（
一

歳
児
）二
人
、り
す
組（
二
歳
児
）一
人
、

う
さ
ぎ
組
（
三
歳
児
）
三
人
の
計
九

人
に
転
園
し
て
き
た
四
人
を
加
え
た

十
三
人
が
新
し
く
こ
ど
も
園
の
仲
間

に
な
り
ま
し
た
。

　

な
か
い
ず
認
定
こ
ど
も
園
で
は
さ

く
ら
組
（
〇
歳
児
）
一
人
、
ち
ゅ
う

り
っ
ぷ
組
（
一
歳
児
）
三
人
、
つ
く

し
組（
二
歳
児
）二
人
、す
み
れ
組（
三

歳
児
）
二
人
、
の
計
八
人
が
新
し
く

こ
ど
も
園
の
仲
間
に
な
り
ま
し
た
。

　

両
園
と
も
新
入
園
児
の
呼
名
の
あ

と
、
園
長
の
話
、
職
員
（
あ
ま
ぎ
）

年
長
児
（
な
か
い
ず
）
か
ら
の
歌
の

プ
レ
ゼ
ン
ト
な
ど
で
新
入
園
児
を
歓

迎
し
ま
し
た
。

　

入
園
当
初
は
新
し
い
環
境
に
戸
惑

っ
て
い
た
子
ど
も
た
ち
で
し
た
が
、

今
で
は
園
に
慣
れ
、
毎
日
元
気
に
過

ご
し
て
い
ま
す
。

み
は
る
の
丘
浮
島　

入
居

　

二
階
東
棟　
　

伊
藤　

弘
子
様
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　長らくコロナ禍にあり、様々な制限を設け
たあしたかホームとプレーゲあしたかの特養で
すが、少しずつコロナ以前の日常が戻りつつ
あります。まず第一に取り組んだのは、家族
面会の緩和です。予約制で1週間に 1回程度、
1 回 30 分ほどの面会をしていただいています
が、今後面会回数の増加など、より面会の緩
和ができればと思います。また今年度は、3
年ぶりに家族会の奉仕作業や会食会も予定し
ていますので、入居者と家族との交流の場が
増えるよう取り組んでいきます。プレーゲあし
たかでは、お年寄りと託児所の子どもたちと
の交流も再開しています。
　地域との交流・絆についても再構築を図っ
ていきます。ボランティアの受け入れを順次行
い、また納涼祭、ホーム祭り、餅つきなどの
行事や総合防災訓練にも地域の方に参加して
いただけるよう準備を行っていきます。納涼祭

アフターコロナの　　
　　　　　施設の取組み
アフターコロナの　　
　　　　　施設の取組み
アフターコロナの　　
　　　　　施設の取組み

に向けては、新規採用職員がエイサーを披露
するため、練習を開始しています。またプレ
ーゲあしたかは、開所１０年目にあたり、９月
に１０周年記念式典を予定しています。今後
の感染症の状況にもよりますが、施設・家族・
地域が協力をして入居者の生活を支えられる
よう職員一同邁進していきます。

あしたかホームあしたかホームあしたかホーム
プレーゲあしたかプレーゲあしたかプレーゲあしたか

―
―
み
は
る
の
丘
浮
島
で
、
最
期

を
迎
え
た
こ
と
に
つ
い
て
ど
の
よ

う
に
思
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す

か
？

　

毎
日
何
回
も
主
人
と
会
え
て
良

か
っ
た
で
す
。
段
々
、
衰
え
て
い

く
の
が
わ
か
り
辛
か
っ
た
で
す
が
、

夫
の
死
を
覚
悟
で
き
ま
し
た
。

　

親
類
も
主
な
人
は
皆
会
え
ま
し

た
。
皆
最
後
に
会
え
て
良
か
っ
た

と
言
っ
て
い
ま
し
た
。

―
―
ご
本
人
と
、
ま
た
ご
家
族
同

士
で
、
ゆ
っ
く
り
お
話
し
す
る
時

間
が
あ
り
ま
し
た
か
？
ど
ん
な
お

話
し
を
さ
れ
ま
し
た
か
？

　

お
じ
い
ち
ゃ
ん
の
病
気
前
の
事
、

孫
達
の
幼
稚
園
の
送
迎
バ
ス
の
引

き
渡
し
の
事
、
好
き
な
食
べ
物
な

ど
よ
く
話
し
ま
し
た
。

―
―
看
取
る
ま
で
の
間
、
不
安
や

困
っ
た
こ
と
な
ど
の
気
持
ち
を
相

談
で
き
る
方
は
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま

し
た
か
？

　

お
寺
夫
婦
（
兄
弟
以
上
の
人
）

に
相
談
を
し
ま
し
た
。
お
寺
夫
婦

も
亡
く
な
る
ま
で
毎
日
来
て
く
れ

ま
し
た
。

―
―
医
師
・
職
員
（
看
護
師
・
介

護
士
）
か
ら
の
説
明
は
充
分
で
し

た
か
？

　

充
分
で
し
た
。

―
―
職
員
に
も
っ
と
し
て
も
ら
い

た
か
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
？

　

良
く
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

―
―
そ
の
他
気
づ
い
た
事
・
印
象

に
残
っ
た
事
・
不
思
議
な
出
来
事

な
ど
が
あ
り
ま
し
た
か
？
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令和５年度令和５年度令和５年度

令和5年4月1日付け採用の新規学卒者を紹介します！
　　　　　　　（氏名・配属先及び職種・職員としての抱負）
令和5年4月1日付け採用の新規学卒者を紹介します！
　　　　　　　（氏名・配属先及び職種・職員としての抱負）

常に利用者様方と同じ目線に
立ち考え、思いやりのある親
切で丁寧な対応を心掛け、目
配り・気配りを大切に利用者
様方と関わっていきたいです。

私のチャームポイントの笑顔
を忘れずに連携し合って利用
者様の日々のサポートを行っ
て行きたいです。　

いつも笑顔でケアや関わりを
行い、利用者様一人ひとりに
信頼され、頼ってもらえるよう
な看護師を目指していきたい
です。

利用者様、お一人おひとりに
寄り添いつつ、笑顔を届けら
れるようなそんな介護士にな
れるように頑張りたいと思い
ます。

私は、利用者の立場になって
物事を考えられる介護士にな
りたいです。また、笑顔での
介助を心掛けます。

子どもたちと気持ちに寄り添
える保育士になり、保護者と
信頼関係を築き子どもの成長
を一緒にサポートしていきた
いです。

利用者様やご家族の方から
「みはるに来て良かった」と
思って頂けるよう、親切で丁
寧な介護を心がけたいです。
また、行事や研修など沢山の
事に挑戦したいです。

谷岡 夏帆（たにおか　なつほ）

はらデイサービス／介護士
谷岡 夏帆（たにおか　なつほ）

はらデイサービス／介護士

杉山 咲蘭（すぎやま　さら）

ニューあしたかホーム／介護士
杉山 咲蘭（すぎやま　さら）

ニューあしたかホーム／介護士
佐藤 由菜（さとう　ゆうな）

あしたかホーム／看護師
佐藤 由菜（さとう　ゆうな）

あしたかホーム／看護師
遠藤 渚（えんどう　なぎさ）

なかいず認定こども園／保育職員
遠藤 渚（えんどう　なぎさ）

なかいず認定こども園／保育職員

渡邉 羽音（わたなべ　はのん）

ぬくもりの里／介護士
渡邉 羽音（わたなべ　はのん）

ぬくもりの里／介護士
松永 娃音（まつなが　あのん）

伊豆中央ケアセンター／介護士
松永 娃音（まつなが　あのん）

伊豆中央ケアセンター／介護士
大木 萌夢（おおき　もえむ）

みはるの丘浮島／介護士
大木 萌夢（おおき　もえむ）

みはるの丘浮島／介護士
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令和５年　特別表彰・永年勤続表彰

【15 年】 小清水清美・萩原美津子・佐野美恵・
 多家鉄平・庄司幸雄・渡邉学・神戸孝宜・
 鈴木直美・林美幸・小野絵梨・中澤正司 
【10 年】 廣中暢介・天野美幸・安達峰子・齊藤梓・

あしたかホーム関連エリア

 森直子
【10 年】 
 鈴木苑子・鈴木裕美

伊豆中央ケアセンター関連エリア

沼津市立高尾園関連エリア

 笠井楓・野村郁枝

みはるの丘浮島関連エリア

【15 年】 山田幸弘・鈴木明美・佐藤隆文・西村知之・
 近田あけみ・山口亜美
【10 年】 渡辺忍・川井博美

ぬくもりの里関連エリア

特別表彰者特別表彰者

新施設長の紹介新施設長の紹介 春風会では令和5年4月より2名の新施設長が赴任しました。春風会では令和5年4月より2名の新施設長が赴任しました。

あまぎ認定こども園

工藤 菜穂子　園長
あまぎ認定こども園

工藤 菜穂子　園長

　当園は複合施設とい
う他にはない特色があ
ります。開園当初より天
城デイサービス、プラム

との交流を重ねてきましたが、最近は子ども
達のふとした会話の中に、お年寄りやプラム
の利用者さんへの気配りが感じられることが
あり、感慨深いものがあります。コロナ禍で
直接ふれあう交流は中断していましたが、今
年は戸外での交流から少しずつ再開していく
予定です。３施設合同のイベントや、静大サ
テライトの学生主催のイベントなども計画中で
す。当園でなければできない体験と、そこか
ら得る心の育ちを大切にしていきたいと思い
ます。

あおばの家

安河 章央　施設長
あおばの家

安河 章央　施設長
　４月よりあおばの家・
なぎの家の施設長にな
りました、安河章央（や
すかわ　あきお）と申し

ます。障がい施設は初めての経験です。それ
までは、医療・福祉を含め、介護保険施設
での経験が２２年になります。経験のない環
境で一歩を踏み出すことに新たなやりがいを
感じています。幸い職員が暖かく協力的なの
で心強いです。また春風会の職員の層の厚
さを実感しております。利用者は今のところ興
味を示してくれているので、チャンスと思って
コミュニケーションを図っています。今後は、
保護者会や外出レクを通じて、家族とのコミ
ュニケーションも図りたいと思います。今後と
もご指導をよろしくお願いいたします。

令和５年度
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沼
津
市
立
高
尾
園

沼
津
市
立
高
尾
園

沼
津
市
立
高
尾
園

も
く
せ
い
苑

も
く
せ
い
苑

も
く
せ
い
苑

　

高
尾
園
で
は
、入
所
者
が
社
会
復
帰
す

る
為
の『
居
宅
生
活
訓
練
』を
毎
年
、行
っ

て
お
り
ま
す
。こ
れ
は
、
ア
パ
ー
ト
か
ら

施
設
に
通
所
し
て
金
銭
・
服
薬
・
体
調

の
管
理
を
自
身
で
行
い
、買
物
や
調
理
等

の
家
事
全
般
を
し
て
生
活
力
を
習
得
す

る
た
め
の
事
業
で
す
。

　

昨
年
度
こ
の
事
業
を
利
用
し
、高
尾
園

を
退
所
し
た
Ｔ
さ
ん
の
「
今
」
を
ご
紹
介

し
ま
す
。

　

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
当
日
は
晴
天
に
恵
ま

れ
Ｔ
さ
ん
の
住
ま
い
の
近
隣
に
あ
る
子

供
た
ち
が
遊
ぶ
公
園
で
応
え
て
く
れ
ま

し
た
。

Ｑ「
今
、ど
ん
な
生
活
を
し
て
い
ま
す
か
」

Ｔ
さ
ん「
薬
や
食
事
を
世
話
人
さ
ん
に
み

て
も
ら
え
る
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
に
住
み

な
が
ら
、午
前
、内
職
先
へ
就
労
し
、午
後

は
無
理
し
な
い
で
買
物
を
し
た
り
休
ん

だ
り
し
て
い
ま
す
。」

Ｑ「
居
宅
訓
練
を
し
て
良
か
っ
た
こ
と
は
」

Ｔ
さ
ん「
家
事
な
ど
は
、
練
習
に
な
っ
て

良
か
っ
た
。特
に
家
事
や
お
金
の
管
理
が

今
に
活
き
て
い
る
と
思
い
ま
す
。買
物
は

ど
こ
で
買
う
か
、
こ
れ
は
、
あ
の
店
で

買
っ
た
方
が
良
い
と
か
大
変
で
す
。」

Ｑ「
今
後
の
目
標
は
何
か
あ
り
ま
す
か
」

Ｔ
さ
ん
「
高
尾
園
の
仲
の
良
い
人
と
会

え
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
同

じ
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
内
で
友
達
も
で
き

て
楽
し
い
で
す
。い
ず
れ
は
一
人
暮
ら

し
を
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
」

　

も
と
も
と
真
面
目
で
頑
張
り
す
ぎ
て

体
調
に
影
響
を
与
え
て
し
ま
う
Ｔ
さ
ん

で
し
た
が
、
高
尾
園
を
退
所
後
は
現
状

の
課
題
を
自
覚
し
、
今
の
生
活
を
自
分

ら
し
く
、楽
し
く
、地
域
の
一
員
と
し
て

過
ご
し
て
い
る
様
子
で
し
た
。

喜びの
金賞受賞

喜びの
金賞受賞

喜びの
金賞受賞

喜びの
金賞受賞

発見ツアー

デイサービスが
地域にできること

の取り組み
～カフェを通じて
地域交流～

沼
津
市
愛
鷹
地
区
で
の
移
送
支
援
の
取
り
組
み

沼
津
市
愛
鷹
地
区
で
の
移
送
支
援
の
取
り
組
み

安
全
運
転
管
理
推
進
事
業
所
に
指
定

安
全
運
転
管
理
推
進
事
業
所
に
指
定

社
会
復
帰
サ
ー
ビ
ス　

居
宅
生
活
訓
練

社
会
復
帰
サ
ー
ビ
ス　

居
宅
生
活
訓
練

を
利
用
し
た
地
域
へ
の
架
け
橋

を
利
用
し
た
地
域
へ
の
架
け
橋

社
会
復
帰
サ
ー
ビ
ス　

居
宅
生
活
訓
練

を
利
用
し
た
地
域
へ
の
架
け
橋

社
会
復
帰
サ
ー
ビ
ス　

居
宅
生
活
訓
練

を
利
用
し
た
地
域
へ
の
架
け
橋

Ｆ
ｅ
Ｆ
ｅ
グ
ッ
ズ
の
ご
紹
介

グ
ッ
ズ
の
ご
紹
介

Ｆ
ｅ
グ
ッ
ズ
の
ご
紹
介

Ｆ
ｅ
グ
ッ
ズ
の
ご
紹
介

CYCLE BALL seasonⅣ　（かのいち・いずいち）の完走
記念品として、Feブランドのトートバッグが採用され、
日本競輪選手養成所様より注文を頂いています。

（株）スリーパンズの全国で開催される「福祉のマルシェ」
や、静岡特産品のテーマパーク『しずパレ』ふじのくに福産
品にて Feグッズを取り扱っています

し
ず
パ
レ

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
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あ
し
た
か
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

あ
し
た
か
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

あ
し
た
か
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

伊
豆
中
央
ケ
ア
セ
ン
タ
ー

伊
豆
中
央
ケ
ア
セ
ン
タ
ー

伊
豆
中
央
ケ
ア
セ
ン
タ
ー

沼
津
市
愛
鷹
地
区

沼
津
市
愛
鷹
地
区
で
の
で
の
移
送
支
援

移
送
支
援
の
取
り
組
み

沼
津
市
愛
鷹
地
区
で
の
移
送
支
援
の
取
り
組
み

沼
津
市
愛
鷹
地
区
で
の
移
送
支
援
の
取
り
組
み

安
全
運
転
管
理
推
進
事
業
所

安
全
運
転
管
理
推
進
事
業
所
に
指
定
指
定

安
全
運
転
管
理
推
進
事
業
所
に
指
定

安
全
運
転
管
理
推
進
事
業
所
に
指
定
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苦情・要望等受付状況報告苦情・要望等受付状況報告苦情・要望等受付状況報告令和
4年度

愛鷹地区社協ボランティアの会
『ほほえみ』グループより認知症マフの寄贈

愛鷹地区社協ボランティアの会
『ほほえみ』グループより認知症マフの寄贈

愛鷹地区社協ボランティアの会
『ほほえみ』グループより認知症マフの寄贈

あしたか
ホーム

コミュニケーション
こそが一番大事！！
コミュニケーション
こそが一番大事！！
コミュニケーション
こそが一番大事！！

ph
ilo

soph
y


